
 

 

 

 

 

 

 

 

 １面配向のＰｏｌｙｅｔｈｌｅｎｅの非対称解析 
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概要 

 Ｐｏｌｙｅｔｈｌｅｎｅの解析では格子定数の指定の仕方でＯＤＦ図が異なる。 

   本資料ではＬａｂｏＴｅｘでシュミレーションデータを作成し各種比較を行う。 

   ＬａｂｏＴｅｘは、面配向（ ｛ｘｘｘ｝－Ｆｉｂｅｒ ）を作成する。 

   作成した極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｏｔａｔｉｏｎから軸配向データを作成し比較する。 

   ＬａｂｏＴｅｘでｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃを扱う場合、以下の注意が必要 

  

 

指数変換 

ＩＣＤＤ     ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

実際は｛００１｝は測定できない   ｛１００｝は測定出来ない 

ＥＸｐｏｒｔしたＴＰＦファイルの指数部分は doubleで登録されている。 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ指数 String  ＴＰＦファイル 

   ０１１    １１． 

   ００２     ２． 

   ０１２    １２． 

   ０２０    ２０． 

   １１０   １１０． 

   １００   １００． 

   ０１３    １３． 



ＥｘｐｏｒｔされたＴＰＦファイルからＴＸＴ２ファイル作成 

ＩＣＤＤでの変換なしデータを用いる 

 

  

 

  

 

                      

 

 

 

  

 

 

 

 

使用する極点図 

   



ＬａｂｏＴｅｘ  

 

 

 

 



MTEX  

 

 GPODFDisplayにて Orthorhombic化 
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TexTools  

 

 

 

 

 



軸回回転 

  

 

  

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ非対称  
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非対称極点図の定量 

 非対称のままでは解析が出来ないので、極点図、或いはＯＤＦ後の再計算極点図から逆回転を行う。 

 回転には完全極点図が必要になります。 

  

 

 回転順を調整し、｛００１｝－Ｆｉｂｅｒに回転を行い、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算す 

  


